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協力 津市防火協会

三重県消防学校（鈴鹿市石薬師町）にて宣誓を行う津市消防本部の稲垣消防士 

○○
津津
市市
消消
防防
本本
部部
かか
らら
はは  

新新
採採
職職
員員
二二
十十
名名
がが
入入
校校  

桜
の
花
が
満
開
の
四
月
七
日
、
鈴
鹿
市

石
薬
師
町
に
あ
る
三
重
県
消
防
学
校
に

て
、
消
防
職
員
初
任
科
第
四
十
五
期
入
校

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
下
十
五
消
防
本

部
の
新
規
採
用
消
防
職
員
一
一
一
名
が
初

任
科
生
と
し
て
入
校
し
ま
し
た
。
式
典
で

は
、
望
月
達
史
副
知
事
、
桜
井
義
之
県
議

会
副
議
長
、
谷
口
繁
喜
県
消
防
協
会
会
長
、

北
川
保
之
県
消
防
長
会
会
長
、
県
内
の
各

消
防
長
等
、
関
係
者
が
見
守
る
中
、
厳
粛

に
挙
行
さ
れ
、
学
生
を
代
表
し
て
津
市
消

防
本
部
の
稲
垣
消
防
士
が
学
生
と
し
て
の

責
務
を
深
く
自
覚
し
、
規
律
を
守
り
、
勉

学
に
専
念
す
る
こ
と
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

当
消
防
本
部
か
ら
は
、
女
性
消
防
士
一

名
を
含
む
二
十
名
の
新
規
採
用
職
員
の
消

防
士
が
入
校
し
、
十
二
月
五
日
ま
で
の
約

八
ヶ
月
間
、
寮
生
活
を
し
な
が
ら
消
防
職

員
と
し
て
の
基
礎
知
識
や
各
種
訓
練
、
ま

た
救
急
隊
員
と
し
て
の
技
術
等
を
学
び
、

卒
業
時
に
は
現
場
で
の
若
い
即
戦
力
と
な

る
よ
う
各
種
教
養
を
受
け
ま
す
。
新
規
採

用
職
員
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

稲
垣
孝
典
、
井
上
拓
也
、
田
中
暁
、
池
田

敦
、
久
保
田
芳
史
、
前
川
達
哉
、
溝
口
裕

紀
、
鈴
木
悠
介
、
田
上
祐
馬
、
椿
麻
衣
、

山
岡
卓
巳
、
小
川
浩
史
、
山
本

貴
之
、
川
喜
田
陽
平
、
小
林
隆

幸
、
堤
裕
紀
、
川
口
兼
、
北
折

壮
平
、
水
平
拓
、
中
峯
宏
の
計

二
十
名
。

○○
若若
林林
消消
防防
士士
長長
がが  

優優
秀秀
賞賞
をを
受受
賞賞  

県
内
の
消
防
職
員
の
資
質
向

上
と
自
己
研
鑽
を
目
的
と
し

た
、
第
三
十
一
回
三
重
県
消
防

職
員
意
見
発
表
会
が
四
月
十
一

日
、
三
重
郡
菰
野
町
の
グ
リ
ー

ン
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

津
市
消
防
本
部
か
ら
は
、
若

林
久
史
消
防
士
長
（
白
山
消
防

署
）
が
代
表
と
し
て
出
場
し
見

事
優
秀
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し

た
。 若

林
消
防
士
長
は
、
日
々
の

救
急
現
場
に
お
け
る
体
験
を
も

と
に
、
年
々
増
え
続
け
る
緊
急

性
の
低
い
救
急
搬
送
に
つ
い

て
、
各
種
デ
ー
タ
等
を
分
析
し
、

救
急
患
者
で
あ
ふ
れ
る
病
院
の

実
情
を
交
え
な
が
ら
救
急
車
の

適
正
利
用
に
協
力
し
て
い
た
だ

く
事
も
大
事
で
あ
る
と
強
く
訴

え
ま
し
た
。 

優秀賞を受賞した 
若林消防士長 
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○○
津津
市市
消消
防防
防防
災災
指指
導導  

セセ
ンン
タタ
ーー
がが
オオ
ーー
ププ
ンン  

津
市
消
防
本
部
は
四
月
一
日
に
同

美
里
庁
舎
内
に
津
市
消
防
防
災
指
導

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。 

同
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
オ
ー
プ
ン

式
典
に
は
、
美
里
総
合
支
所
長
を
は
じ

め
、
関
係
者
が
見
守
る
中
挙
行
さ
れ
、

鎌
田
繁
一
消
防
防
災
指
導
セ
ン
タ
ー

長
は
、
近
い
将
来
に
発
生
が
危
惧
さ
れ

る
大
規
模
地
震
災
害
等
に
対
す
る
市

民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
地

域
等
の
自
主
的
な
消
防
防
災
活
動
や

対
策
の
促
進
、
訓
練
等
の
指
導
な
ど
を

行
い
市
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
災

害
か
ら
守
る
と
い
う
基
本
的
な
行
政

責
任
を
果
た
す
役
割
を
担
っ
て
い
き

た
い
と
述
べ
ま
し
た
。
津
市
消
防
防
災

指
導
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
で
の
防
災
訓

練
や
講
話
、
消
防
に
関
す
る
相
談
、
心

肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
等
の
資
機
材
の
取
扱
い
・
指

導
等
を
主
な
業
務
と
し
て
お
り
、
各
関

係 

機
関
か
ら
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。 

 

津
市
消
防
防
災
指
導
セ
ン
タ
ー
へ

の
問
い
合
わ
せ
は
津
市
美
里
町
三
郷

四
八
番
地
の
一 

津
市
美
里
総
合
支

所
２
階
（
☎
２
７
９
ー
３
７
５
１
） 

○

野田消防長から鎌田センター長

へ看板が手渡される。 

○
交交
換換
留留
学学
生生
がが  

救救
急急
車車
同同
乗乗
実実
習習  

 

四
月
二
十
一
日
、
三
重
大
学
医
学
部

の
交
換
留
学
生
、
デ
ボ
ン
ム
ー
ア

（D
E
V
O
N 

M
OOR

E

）
さ
ん
（
ウ
ェ
イ
ン

州
立
大
学
・
米
国
）
が
臨
床
実
習
の
一

環
と
し
て
中
消
防
署
中
署
に
お
い
て
、

救
急
車
同
乗
実
習
を
行
い
ま
し
た
。 

デ
ボ
ン
さ
ん
は
日
本
の
救
急
医
療

を
学
び
た
い
と
し
て
、
救
急
車
の
同
乗

実
習
を
希
望
さ
れ
、
救
急
活
動
や
搬
送

に
必
要
な
装
備
・
資
機
材
等
に
つ
い
て

学
ば
れ
ま
し
た
。
現
在
ウ
ェ
イ
ン
州
立

大
学
の
四
学
年
で
、
こ
の
留
学
終
了
後

米
国
に
お
い
て
医
師
と
し
て
働
く
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
将
来
は
救
急
専
門

医
と
し
て
、
第
一
線
で
多
く
の
患
者
を

救
い
た
い
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

実習を受けるデボ

ンムーアさん 

○

○○
暫暫
定定
税税
率率
撤撤
廃廃  

  
  

大大
量量
買買
いい
はは
ダダ
メメ
××  

 

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら

暫
定
税
率
が
撤
廃
さ
れ
、
ガ
ソ

リ
ン
・
軽
油
の
価
格
が
下
が
っ

て
い
ま
す
。 

 

消
費
者
に
と
っ
て
は
、
歓
迎

す
べ
き
こ
と
で
す
が
、
ガ
ソ
リ

ン
等
は
取
扱
い
を
誤
る
と
、
火

災
等
の
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

が
大
き
い
危
険
物
で
あ
り
、
消

防
法
で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

値
段
が
安
い
う
ち
に
と
、
ガ

ソ
リ
ン
等
を
大
量
に
買
い
だ
め

し
な
い
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

主
な
注
意
点
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

①
ガ
ソ
リ
ン
は
、
ポ
リ
容
器
で

購
入
で
き
ま
せ
ん
。
鋼
製
容
器

を
使
用
し
て
下
さ
い
。 

②
ガ
ソ
リ
ン
四
〇
㍑
以
上
、
軽

油
二
〇
〇
㍑
以
上
の
貯
蔵
は
、

津
市
火
災
予
防
条
例
の
基
準
に

適
合
す
る
設
備
が
必
要
で
す
。 

③
セ
ル
フ
式
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
で
は
、
客
が
容
器
に
ガ
ソ
リ

ン
を
詰
め
替
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。 

 

詳
し
く
は
、
消
防
本
部
予
防

課
危
険
物
担
当
（
☎
２
５
４
ー

０
３
５
５
） 

  

○
消消
防防
救救
助助
技技
術術
指指
導導
会会  

  
  

  
  

出出
場場
隊隊
員員
訓訓
練練
開開
始始  

 

津
市
消
防
本
部
で
は
、
四
月
二
十
三

日
、
消
防
救
助
技
術
指
導
会
に
出
場
す

る
隊
員
の
訓
練
開
始
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

今
年
度
消
防
救
助
技
術
指
導
会
に

出
場
す
る
種
目
は
障
害
突
破
（
中
消
防

署
西
分
署
）
、
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出

（
久
居
消
防
署
久
居
署
）
、
ほ
ふ
く
救

出
（
白
山
消
防
署
白
山
署
）
の
三
種
目

で
す
。
各
隊
員
と
も
、
安
全
管
理
に
留

意
し
全
国
大
会
出
場
を
目
指
す
こ
と

を
誓
い
、
野
田
重
門
消
防
長
は
、
訓
練

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
体
力
は
も
と
よ

り
、
忍
耐
、
精
神
力
を
養
い
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
結
束
と
安
全
・
確
実
・
迅
速

に
実
災
害
に
も
対
応
で
き
る
救
助
隊

員
と
な
る
よ
う
激
励
を
述
べ
ま
し
た
。

各
隊
員
は
八
月
五
日
に
三
重
県
消

防
学
校
で
行
わ
れ
る
消
防
救
助
技
術

東
海
地
区
指
導
会
で
の
上
位
入
賞
を

目
指
し
日
々
訓
練
を
行
い
ま
す
。 

→ 訓示を受

けるロープブ

リッジ隊員 

← 市民に広

報できる救助

隊を目指す障

害突破隊員 

→ 2年連

続全国大

会出場を

目指す、ほ

ふく救出

隊員 

2 
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住住住宅宅宅用用用火火火災災災警警警報報報器器器ののの設設設置置置猶猶猶予予予期期期限限限ががが   

５５５月月月末末末日日日ににに迫迫迫っっっててていいいままますすす！！！   
～消防法と火災予防条例によりあなたのお宅への住宅用火災警報器の設置が義務化されました～ 

消
防
法
の
一
部
改
正
や
火
災
予

防
条
例
に
よ
っ
て
、
津
市
消
防
本

部
管
内
に
お
い
て
も
、
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
数
減
に
有
効
で
あ
る

住
宅
火
災
報
知
機
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
新
築
住
宅
に

は
、
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら

適
用
さ
れ
て
お
り
、
既
存
住
宅
に

つ
い
て
も
、
平
成
二
十
年
五
月
末

日
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
大
切
な
ご
家
族
の
生
命
と

財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
早
期
に
設
置

し
ま
し
ょ
う
。 

○○
津

○○
設津

市
設
置市

内
置
義内

で
義
務で

の
務
がの

奏
が
あ奏

功
あ
りり
ま

功
例例  

独
り
暮
ら
し
の
七
十
九
歳
女
性

が
、
鍋
に
水
を
入
れ
、
ガ
ス
コ
ン

ロ
で
加
熱
し
た
ま
ま
そ
の
場
を
離

れ
外
出
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
作
動
、
こ
の
警
報
音
を
付
近
住

民
が
気
付
き
一
一
九
番
通
報
し
ま

し
た
。
現
場
到
着
し
た
消
防
隊
が
、

台
所
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
高
温
の

水
蒸
気
が
充
満
し
て
お
り
、
火
が

付
い
た
ま
ま
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
確

認
。
す
ぐ
に
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
止
め

て
、
幸
い
に
も
火
災
に
至
ら
ず
に

済
み
ま
し
た
。 

 

ま
すす 

家のどこに取り付ければいいの？家のどこに取り付ければいいの？  
 基本的な取り付け場所は、少なくとも

寝室と、寝室が２階などの場合は階段に

も設置が必要とされています。 

設置義務

住居内の寝室にあたる部

屋に取り付けましょう。 
設置義務

１階以外に寝室がある場合には、階

段にも取り付けましょう。 

設置義務 

義務はありませんが､

台所に設置することが

望ましいです。 

設置推奨 ＮＳマーク 

○○
住住
宅宅
用用
火火
災災
警警
報報
器器
のの
種種
類類  

①
煙
式
（
寝
室
・
階
段
等
） 

 

煙
が
感
知
し
て
、
音
や
音
声
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

②
熱
式
（
台
所
・
車
庫
等
） 

 

周
囲
の
温
度
が
一
定
の
温
度

以
上
に
達
す
る
と
音
や
音
声

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

○○
購※

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本

部
予
防
課 

電
話
０
５
９
‐

２
５
４-

０
３
５
４
ま
で
。 

購
入

④
同
一
製
品
を
ま
と
め
て
購
入

す
る
場
合
、
個
人
よ
り
も
製
品

単
価
が
安
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
近
所
や
自
治
会
等

で
の
共
同
購
入
も
お
勧
め
で

す
。 

②
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
十
分

注
意
し
て
下
さ
い
。
訪
問
販
売

の
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制

度
の
対
象
で
あ
り
、
契
約
の
解

除
が
で
き
ま
す
。 

③
購
入
の
目
安
と
し
て
、
Ｎ
Ｓ
マ

ー
ク
が
付
い
て
い
る
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。 

入
時時
のの
留留
意意
点点  

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
家
電

量
販
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

防
災
設
備
取
扱
店
等
で
購
入

で
き
、
容
易
に
取
り
付
け
で
き

ま
す
。 

3 
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↑4 月 6 日、君ヶ野ダム

公園桜まつりにて、消防

音楽隊も桜に負けない

音の花を咲かせました。

↓4 月 14 日、予防

課主催の少量危険

物の研修会が消防

本部で開催されま

した。 

↑4 月 17日、アスト津に

おいて、全国消防長会東

海支部消防職員意見発表

会が開催されました。多

治見市消防本部の三宅さ

んが東海支部代表として

選出されました。 

↓4 月 17 日、アスト

津において全国消防

長会東海支部総会が

開催され、活発に議論

されました。 

【
四
月
一
日
付
異
動
・
課
長
級
以
上
】

○○
消消
防防
本本
部部
人人
事事
異異
動動  

○
部
長
級 

 

消
防
次
長
（
調
査
担
当
参
事
兼
消
防

総
務
課
長
）
田
中
義
久
▽
同
（
久
居
消

防
署
長
）
鈴
木
哲
男 

○
部
次
長
級 

調
査
担
当
参
事
兼
消
防
総
務
課
長

（
企
画
広
報
担
当
参
事
）
山
本
卓
美
▽

調
査
担
当
参
事
兼
消
防
救
急
課
長
（
防

災
危
機
管
理
室
次
長
）
橋
本
宏
▽
中
消

防
署
長
（
調
査
担
当
参
事
兼
消
防
救
急

課
長
）
稲
田
清
貞
▽
北
消
防
署
長
（
情

報
管
理
担
当
参
事
兼
通
信
指
令
課
長
）

村
山
好
昭
▽
久
居
消
防
署
長
（
中
消
防

署
長
）
永
井
久
雄
▽
企
画
広
報
担
当
参

事
（
北
消
防
署
芸
濃
分
署
長
）
藤
岡
幸

次
▽
情
報
管
理
担
当
参
事
兼
通
信
指

令
課
長
兼
調
整
・
情
報
管
理
担
当
主
幹

（
中
消
防
署
副
署
長
）
坂
井
久
義 

○
課
長
級 

 

防
災
危
機
管
理
課
災
害
対
策
担
当

副
参
事
併
消
防
総
務
課
担
当
副
参
事

（
予
防
課
調
整
・
担
当
主
幹
）
稲
守
睦

弘
▽
中
消
防
署
副
署
長
（
中
消
防
署
消

防
指
揮
担
当
副
参
事
）
蒔
田
幸
弘
▽
同

南
分
署
長
（
北
消
防
署
河
芸
分
署
長
）

羽
田
充
洋
▽
北
消
防
署
指
揮
担
当
副

参
事
（
白
山
消
防
署
美
杉
分
署
長
）
岩

田
実
▽
久
居
消
防
署
副
署
長
（
白
山
消

防
署
副
署
長
）
小
倉
克
仁
▽
白
山
消
防

署
副
署
長
（
中
消
防
署
南
分
署
長
）
津

田
伊
三
次
▽
中
消
防
署
庶
務
予
防
担

当
副
参
事
兼
調
整
・
庶
務
予
防
担
当
主

幹
（
消
防
総
務
課
調
整
・
人
事
研
修
担

当
主
幹
）
東
海
千
秋
▽
同
署
消
防
・
指

揮
担
当
副
参
事
（
久
居
消
防
署
調
整
・

庶
務
予
防
担
当
主
幹
）
岩
中
聡
▽
北
消

防
署
河
芸
分
署
長
（
消
防
救
急
調
整
・

消
防
団
担
当
主
幹
）
小
宮
貞
則
▽
同
署

芸
濃
分
署
長
（
中
消
防
署
安
濃
分
遣
所

長
）
上
杉
初
男
▽
久
居
消
防
署
消
防
・

指
揮
担
当
副
参
事
（
中
消
防
署
指
揮
司

令
）
黒
川
喜
信
▽
白
山
消
防
署
消
防
・

指
揮
担
当
副
参
事
（
予
防
課
設
備
担
当

主
幹
）
澤
井
忠
臣
▽
同
署
美
杉
分
署
長

（
白
山
消
防
署
白
山
署
指
揮
司
令
）
堀

井
昇 

【
三
月
三
十
一
日
付
退
職
】 

 

消
防
次
長 

森
田
美
一
▽
同 

鎌

田
繁
一
▽
北
消
防
署
長 

池
村
和
博

▽
久
居
消
防
署
庶
務
予
防
担
当
副
参

事 

山
脇
英
一
▽
北
消
防
署
消
防
・
指

揮
担
当
副
参
事 

福
岡
伸
一
▽
久
居

消
防
署
副
署
長 

前
川
市
信
▽
同
署

消
防
・
指
揮
担
当
副
参
事 

堤
泰
夫
▽

白
山
消
防
署
消
防
・
指
揮
担
当
副
参
事

小
田
宏
作
▽
北
消
防
署
芸
濃
分
署
消

防
担
当
副
主
幹 

谷
貢
▽
白
山
消
防

署
美
杉
分
署
消
防
担
当
副
主
幹 

西

村
重
昭
▽
同 

三
浦
賢
一
▽
北
消
防

署
庶
務
予
防
担
当
副
主
幹 

朝
井
俊

秋
▽
久
居
消
防
署
一
志
分
署
担
当
副

主
幹 
前
川
雅
弘
▽
同
署
榊
原
分
遣

所
消
防
担
当
副
主
幹 

中
村
安
男
▽

中
消
防
署
香
良
洲
分
遣
所
担
当
副
主

幹 

小
野
完
▽
同
所
主
査 

服
部
伸

和
▽
同
所 

辻
清
美 

○○
編編
集集
後後
記記  

日
本
に
は
昔
か
ら
年
の
節
目

と
年
度
の
節
目
の
二
つ
が
存
在

し
ま
す
。
書
物
を
調
べ
て
み
ま

す
と
、
年
度
と
は
暦
と
は
別
に

事
務
上
の
便
宜
の
た
め
に
区
分

し
た
一
年
の
期
間
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

四
月
に
は
消
防
本
部
に
も
新

し
い
職
員
が
採
用
さ
れ
、
引
き

締
ま
っ
た
顔
の
若
い
精
鋭
が
揃

い
ま
し
た
。
私
も
十
三
年
前
に

は
右
も
左
も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
緊

張
し
た
顔
つ
き
で
初
出
勤
し
た

事
を
思
い
出
し
、
私
自
身
も
初

心
に
帰
る
良
い
刺
激
と
な
っ
て

い
ま
す
。
年
の
節
目
、
年
度
の

節
目
は
、
気
持
ち
を
切
り
替
え

る
た
め
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
（
大
東
雄
一
） 

☆☆  五五月月のの行行事事予予定定  ☆☆  
・5月 9日 

 危険物取扱者試験予備講習会 

 （三重県総合文化センター） 

・5月 15 日 

 津消防・松阪消防水難救助合同訓練 

 （雲出川河川敷） 

・5月 15 日 

住宅用火災警報器設置・啓発キャンペーン 

（センターパレス、津駅、津新町駅、

久居駅） 
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